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APRIL
2007 卯月 時候のあいさつ・季語

●入学　　●春暖　●陽春　●永日　●春日
●春眠　　●春雷　●温暖　●花曇り　
●花祭り　●朧月　●花冷え　●春風駘蕩

季節用語 あれこれ今日はどんな日？
●未成年者飲酒防止強調月間 ●みどりの月間 ●春の全国交通安全運動（６日～15日）
●科学技術週間（16日～22日） ●世界保健デー（７日） ●女性の日（10日）
●発明の日（18日） ●郵政記念日（20日） ●こども読書の日（23日）
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３
歳
未
満
の
児
童
手
当
が

３
歳
未
満
の
児
童
手
当
が

４
月
か
ら
１
万
円
に
な
り
ま
す

４
月
か
ら
１
万
円
に
な
り
ま
す

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

３
歳
未
満
の
児
童
手
当
が
平
成
19
年
４
月

か
ら
出
生
順
位
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
律
の

月
額
１
万
円
と
な
り
ま
す
。
増
額
の
対
象

と
な
る
お
子
さ
ん
は
、
平
成
16
年
４
月
以

降
に
生
ま
れ
た
第
１
子
と
第
２
子
で
す
。

な
お
、
３
歳
に
な
っ
た
翌
月
か
ら
、
第
１

子
と
第
２
子
の
児
童
手
当
月
額
は
、
５
千

円
と
な
り
ま
す
。

支
給
月
額

○
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

　

一
律
１
万
円

○
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

　

第
１
子
・
第
２
子　

５
千
円

　

第
３
子
以
降　
　
　

１
万
円

第
3
子

第
1
子

第
2
子 ３

歳
未
満
の
児
童
手
当
の
月
額

１
万
円

５
千
円

改
正
前

１
万
円

（
変
更
な
し
）

１
万
円

（
増
額
）

改
正
後

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎（
32
）３
１
１
１　

内
線
45

町
特
産
品
、
晩
酌
に
い
か
が
で
す
か

町
特
産
品
、
晩
酌
に
い
か
が
で
す
か

自
然
な
甘
み
の
飲
み
易
い
お
酒
で
す

自
然
な
甘
み
の
飲
み
易
い
お
酒
で
す

作
り
手
の
想
い
を
込
め
た

か
ぼ
ち
ゃ
焼
酎「
白は

く

爵し
ゃ
く

の
想
い
」

　
　
　

７
２
０
ml　

20
度

１
本 

１
、１
２
０
円（
税
込
み
）

飲
む
人
た
ち
が
笑
顔
に
な
り

心
が
癒
さ
れ
た
ら
…

そ
ん
な
未ゆ

来め

が
込
め
ら
れ
た

町
の
特
産
品

「
白
爵
の
想
い
」を

み
な
さ
ん
も

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

味
工
房
み
よ
た
事
務
局（
荻
原
富
士
子)

☎
０
８
０
・
１
１
４
０
・
６
８
８
８

限
定
品
と
な
り
ま
す
の
で
、
な
く
な
り
次

第
販
売
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

味
工
房「
み
よ
た
」が
、
昨
年
10
月
か
ら

佐
久
市
の
芙
蓉
酒
造
㈱
に
製
造
を
依
頼
し
、

地
元
で
採
れ
た
糖
度
の
高
い「
白
爵
」と
い

う
か
ぼ
ち
ゃ
で
焼
酎
を
造
り
ま
し
た
。

　

上
品
な
甘
味
が
特
徴
で
、
か
ぼ
ち
ゃ
の

ほ
の
か
な
香
り
が
広
が
る
、
心
地
よ
く
、

飲
み
や
す
い
焼
酎
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

町
酒
商
組
合
や
多
数
の
皆
様
の
ご
協
力

で「
白
爵
の
想
い
」と
名
付
け
、
３
月
14
日

か
ら
町
内
の
小
売
店
で
発
売
し
ま
し
た
。

宝くじの収益金による
助成事業で和太鼓を購入しました
町ではコミュニティ助成事業により大締太鼓、長
胴太鼓を購入しました。購入に当たり、財団法人
長野県市町村振興協会から宝くじの収益金による
補助を受けました。
購入した太鼓は龍神太鼓保存会「鼓響」に貸与し、
地域住民の連帯、地域社会の活性化を図ります。

問い合わせ先
　企画財政課企画政策係

☎32-3111(内線53番）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
受
講
者
募
集

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
受
講
者
募
集

（
染
め
る
・
紡
ぐ
・
織
る
）

（
染
め
る
・
紡
ぐ
・
織
る
）

町
公
民
館
で
は
、
身
近
に
あ
る
植
物
染
料

を
使
っ
て
羊
の
毛
を
染
め
、
糸
を
紡
ぎ
、

そ
の
糸
を
使
っ
て
身
に
つ
け
る
も
の
を

織
っ
た
り
、
編
ん
だ
り
す
る「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」を
開
講
し
ま
す
。
ご
近
所
、

お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師

　

飯
田 

竜
子 

先
生（
染
織
家
）

【
場　
　

所
】
エ
コ
ー
ル
み
よ
た

　
　
　
　
　

(

調
理
室
・
大
会
議
室)

【
対　
　

象
】
小
学
３
年
生
以
上

　
　
　
　
　

(

町
内
在
住
者
及
び
在
勤
者)

【
開
催
日
】（
全
５
回
）

　

５
月
19
日（
土
）、
７
月
21
日（
土
）

　

９
月
15
日（
土
）、
10
月
６
日（
土
）

　

11
月
10
日（
土
）

【
受
付
時
間
】

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
受
講
料
】
３
、０
０
０
円（
５
回
分
）

【
募
集
定
員
】
30
名

【
時　
　

間
】

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
先
】

御
代
田
町
公
民
館
☎（
32
）２
７
７
０

【
申
込
方
法
】

　

４
月
28
日（
土
）か
ら
電
話
受
付
開
始

小
諸
・
佐
久
地
区

小
諸
・
佐
久
地
区

就
職
面
接
会
開
催

就
職
面
接
会
開
催

問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
諸

☎
０
２
６
７（
23
）８
６
０
９

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久

☎
０
２
６
７（
62
）８
６
０
９

　

当
日
は
、
小
諸
・
佐
久
地
域
の
多
く
の

優
良
企
業
と
直
接
面
接
す
る
こ
と
が
で
き
、

効
率
的
に
会
社
訪
問
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
企
業
の
企
業
案
内
や
求
人

情
報
の
提
供
、
適
性
検
査
も
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日

時
】

　

５
月
11
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

【
場

所
】

　

小
諸
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

　
（
小
諸
懐
古
園
入
口
）

【
参
加
企
業
数
】

　

未
定（
昨
年
度
実
績
58
社
）

【
対
象
者
】

　

平
成
20
年
３
月
に

　

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
・
高
等
学
校

　

な
ど
を
卒
業
す
る
予
定
の
人

【
主

催
】

　

小
諸
・
佐
久
公
共
職
業
安
定
所

　

小
諸
・
佐
久
職
業
安
定
協
会

春眠･･･春の朝が眠い。これは気候の良い春はいつにも増してぐっすり眠れ、からだ
の調子が良いということを意味しています。唐の詩人孟

もう

浩
こう

然
ねん

が「春
しゅん

眠
みん

暁
あかつき

を覚えず
処
しょ

処
しょ

啼
てい

鳥
ちょう

を聞く」と詠んだことで、春眠の心地よさはいっそう広く知られました。

　　　　　　 平成19年度標準小作料 　　　　　　
３年に一度見直しされる御代田町の標準小作料は、平成１７年度か
ら下記のとおりになっていますのでお知らせします。（10aあたり：円）

農地区分 小作料の
標準額 摘　　　　　　　　　要

田

上 14,000
ほ場整備された大型機械による作業の容易
な生産力の高い水田、又はこれに準じる水田

中 10,000
幅員２ｍ以上の道路に接する生産力の高い
水田

下 6,000 耕作条件が悪く、生産性の低い水田

畑

上 10,000
幅員２ｍ以上の道路に接し、平坦で土地肥
沃な生産力の高い畑

中 7,000
幅員２ｍ以上の道路に接し、平坦で耕作条
件が中庸な畑

下 4,000
耕土が浅く、傾斜度がやや大きく、道路・日
照・形状等の耕作条件が劣る畑

〔付記〕
１ 特殊地、復旧農地、及び荒地については、標準額を定めません。
２ 施設畑の流通経費は小作者の負担とし、固定経費は両者で協議
して決定する。

平成19年度　御代田町農作業標準労賃・機械作業料金表

作 業 の 種 類 労賃・料金 備　　　　　　　　考

水
田

一　般　作　業 800 １時間あたり

田　植　作　業 900 〃

畑 一　般　作　業 ８00 〃

耕

起

整備田 ロータリー 7,300 標準15㎝耕起 10aあたり

普通田 ロータリー ８,000 〃

畑 ロータリー 7,500 〃

畑 プ　 ラ　 ウ 6,500 幅14インチ×3連 〃

土壌改良 サブソイラー 9,300 縦横１ｍ間隔引き 〃

代 か き ドライブハロー 7,000 植代のみ　未整備田は10%割増 〃

機

械

田　　　　　植 １0,000 中・成苗 〃

収　穫

バインダー 10,500 結束ひも付き 〃

ハーベスター 9,600 〃

自脱コンバイン 22,600 結束・運搬料金は別途 〃

堆　肥　散　布 １0,000 機械・積込・散布 〃

この農作業標準労賃と農業機械作業標準料
金は、県下の農業労働力・機械作業の調整
を円滑にするために県農業会議と県農協中
央会の協議のもとに設定した標準を参考に、
佐久浅間農協各支所・佐久農業改良普及セ
ンターの意見を聞いて決定しました。
料金は、昨年度から据え置きになっています。
消費税については外税扱いになっています。
なお、ほ場の条件により料金格差が生じる
ことがありますので、双方の話し合いによ
り決めてください。

問い合わせ先
農業委員会事務局　☎32-3111内線26・27番

町農業委員会では、
平成19年度の農作業標準労賃と
農業機械作業標準料金を
決定しました。

農作業標準労賃と機械作業標準料金が決まりました
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